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精密農業

• 精密農業とは、農地・農作物の状態を良く観察し、きめ細かく制
御し、その結果に基づき次年度の計画を立てる一連の農業管理手
法であり、農作物の収量及び品質の向上を目指す。

• アメリカ：「精密農業とは、情報を駆使して作物生産にかかわる
データを取得・解析し、要因間の関係性を科学的に解明しながら
意思決定を支援する営農戦略体系」

• イギリス：「精密農業とは、一つの圃場内を異なるレベルで管理
する栽培管理手法」

正確な情報を知ることが精密農業の第一歩



精密農業を支えるもの

① 観察ツール：フィールドサーバ、衛星リ
モートセンシングなど農作物の生育状況を
把握できるシステムを開発

② 制御ツール：肥料などの投入量を場所ごと
に自動調整できる可変作業機を開発

③ 収穫ツール：米の収量や籾の水分を自動測
定できる収量コンバインを開発

④ 解析ツール：収量等をマップにより視覚化
し、営農計画に活用できる情報解析ツール
を開発
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農業のためにUAVが何をするか
地上にある植物に空からできること

農業情報取得
作業（播種、農薬・肥料散布）

マルチコプター
だけでは解決で
きない



ドローンの農業利用
精密農業におけるUAV

農機具
多様な作業をマルチコプ
ターだけでまかなえるわけ
がない

固定翼機・マルチコプター・ヘリコプ
ターの統合使用により精密農業への支
援が可能になる

農作業には鎌だ
けで何種類もあ
る



精密農業に対する素朴な疑問

本当に空を飛ばないといけないのですか？

• 空からでないとできないこと
• 空からやると効率が良いこと
• 空からやると経済的なこと

まずはそこの議論が大事
日本のような人口密集地で空を飛ぶというのは危険なことです



空を飛ばない精密農業



まとめ

•マルチコプターだけでは何も解決しない
•精密農業からのUAVへのニーズがまとまってき
た

•農業は手をかけるほど収益の上がる産業だが
UAVは農業の何を助けられるか

•省力化・経営効率向上に寄与できるか
•災害対策、緊急医療、人命救助などへの応用が
実現化


